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チェアマンより：アウォーズ&会議、チャリティサッカーについて
◆2月26日（日）のDUOリーグアウォーズ＆会議について

　この日は筑波大学附属高校会議室にて、16：20から後期DUOリーグアウォーズ、17：00～19：00にDUO会議を予定しています。2011年度の〆であるとともに、2012年度の準備となる会議です。各担当でしっかり準備して臨んでください。

　いつもの議題以外に新規提案等がある方は、しっかり準備し、チェアマンに事前に連絡の上、提案してください。

◆3月31日（土）南三陸町立歌津中学校東京招待チャリティサッカー（仮称）について

　西巣鴨FCの岸さんが1月13日に筑波大学附属高校へ来られ、打ち合わせをしました。筑波大附高グラウンド（雨天時は体育館）でチャリティサッカー大会ができるよう、岸さん中心に企画中です。

詳細が決まったらご案内します。

文責：中塚義実
2部リーグチャンピオンシップ結果
１月２９日(日)　筑波大学附属高校G　会場費０円　主催　淑徳巣鴨

２部チャンピオンシップ（４０×３本　同点時はＰＫで勝敗を決めておく）

2部チャンピオンシップ第１試合　１３：００キックオフ

昭和一　１ー０　中大高

得点　鈴木祥（昭和一）

警告　なし

主審　室橋善仁　（淑徳巣鴨教諭）　評価　５－５

副審　平田尚大　青木清志郎（淑徳巣鴨１年）

2部チャンピオンシップ第２試合　１４：００キックオフ

昭和一　１ー１　淑徳巣鴨A

　ＰＫ（３－４）

得点　江頭翔大（昭和一）

　　　金子　樹（淑徳巣鴨Ａ）

警告　なし

主審　今野義司　（中大高教諭）　評価　５－４

副審　中原祐斗　田沢涼介（中大高１年）

2部チャンピオンシップ第３試合　１５：００キックオフ

淑徳巣鴨Ａ　１ー２　中大高

得点　中村康人（淑徳巣鴨）

　　　小田大貴　小池笙太（中大高）

警告　なし

主審　永井直樹　（昭和一教諭）　評価　５－５

副審　植木駿人　中村優人（昭和一１年）

結果　

優勝　昭和一

２位　中大高

３位　淑徳巣鴨Ａ
文責：室橋善仁
技術部より：交流戦について
リバーサイドリーグ（1地区）との交流戦ですが、下記の日程で実施することになりました。

〈交流戦の日程、会場〉
３月18日（日）16時～

葛飾商業高校Ｇ

文責：蓑田崇郁
審判部より：審判講習会について
ＤＵＯリーグ主催の審判講習会を下記の日程で行います。Ｕ１５、Ｕ１８のユース審判育成を目的とした講習会ですので、希望者をお持ちのクラブは是非お申し込みください。

 日程：３月１８日（日）８：３０～１６：００

場所：京華中学・高等学校（文京区白山）

持ち物：アップシューズ（スパイク不可）、実技が出来るウエア上下、アシスタントレフリーフラッグ（1人１本ずつ）←あれば

サッカー協会のweb登録サイトにアップされていますので、詳細はご覧ください。また申し込み〆切りは２月１７日となっていますが、定員になり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。
文責：嶋野雅春

事務局長より：from　KENYA 第5号
明けましておめでとうございます。と、つい先日まで言っていたと思ったら、もう来週からは２月ですね。今回のケニア通信ではマリンディリマンドホーム（児童拘置所）の年末年始について紹介いたします。
ケニアはキリスト教の人が多いためクリスマスはどれだけ賑やかになるのだろうかと思っていたら、意外と日本よりも町の様子に変化はありません。日本の商業的なクリスマスに比べると少し物足りない気分さえするくらいです。マリンディはイタリア人が多く訪れる観光地で、年末年始には仕事が休みになった協力隊員もたくさん遊びに来てくれました。年末もリマンドホームにはいつもと変わらず子どもたちがいるため、そんな協力隊員を招待して、交流会を行いました。内容は子どもたちによる民族ダンスや自作の歌などの披露と私が進行役となってのゲーム大会。子どもたちは普段から練習しているダンスや歌をお客さんに披露できて、さらに、たくさんの日本人と交流できて満足な様子でした。また、日本人女性は同僚の男性職員にも大人気。女性隊員には日頃からしつこいケニア人男性への対応に苦労している人も多いようですが。
それにしても、子どもたちのリズム感には驚かされます。自分で作詞をして、太鼓の音に合わせて歌う子どもが何人もいます。大晦日には同僚や隊員仲間とクラブ（サッカークラブではありません）にも行きましたが、リマンドホームの子どもたちの方が歌がうまいのではないかと思ってしまいます。最近は、子どもたちの歌を録音してＣＤを作成することが私の活動の１つになっています。日本語の歌を教えてもすぐに習得します。初めて教えた歌はYoutubeにアップしているので、よろしければご覧ください。http://www.youtube.com/watch?v=uvxxVTDfp3k
そんな年末も終わり、１月に入ると学校の始業に合わせてリマンドホーム内でも授業が始まりました。勉強するのは毎日３時間ほどですが、教えたことをすばやく吸収していく子どもたちの姿を見ると、音楽同様、潜在能力の大きさを感じます。子どもの能力を伸ばすということはサッカーでも勉強でも指導者に課せられた使命ですね。今年もよろしくお願いいたします。
※ケニアの様子や写真はブログ「御用聞き、世界を渡る」でも掲載しています。
http://ameblo.jp/kogetaku/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：岸卓巨
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